
１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

目標

実施
体制

職員
体制

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

誰もが住み慣れた地域でできる限り自立した生活が
できるように、地域資源を活かしながら支援していき
ます。

【その他料金】

居宅介護支援事業

利用者とその家族が住み慣れた地域で安心して生活
ができるよう、関係機関と連携し、地域の情報が集ま
る地域ケアプラザの利点を活かした支援を行いま
す。

【その他料金】

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市
介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生省告示第二十号）に基づく金額

令和５年度並木地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

・公正・中立性を確保するため、利用者の意向を
尊重します。
・利用者が最善の利益を自己決定できるように、
利用者の状況に合った情報を提供します。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・コンプライアンスについては、区民の期待に応
えられるように、社会や地域の動向を把握しなが
ら対応していきます。
・日々の業務の中でのヒヤリハット、法人内外の
他施設で起きた事故について共有し再発防止に努
めます。
・個人情報の取扱はマニュアルに則って行うと共
に、確認はダブルチェックを確実に行います。
・個人情報取扱やコンプライアンスに関する研修
を職員全体等を通じて実施します。

利用
料金

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護
（介護予防）認知症対応型通所介

護

管理者1名（常勤兼務）、看護師１名（常勤兼務１名）・
社会福祉士1名（常勤兼務１名・非常勤１名）、介護支
援専門員（非常勤１名）

管理者１名（常勤勤務）
介護支援専門員（常勤１名・非常勤２名）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用
料金

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）に基
づく金額

【その他料金】【その他料金】
食費：800円

【実施日数】
週７日（１２月２９日～１月３日を除
く）
【提供時間】
10:15～15:20
【定員】
32人

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）及び
指定地域密着型介護予防サービ
スに要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十
八号）に基づく金額

【その他料金】

誰もが住み慣れた地域で、できる
限り自立した生活が維持向上でき
るように支援をしていきます。

【サービスに係る費用】
指定居宅サービスに要する費用の
額の算定に関する基準（厚生省告
示第十九号）及び横浜市介護予
防・日常生活支援総合事業実施要
綱に基づく金額

契約
者数
等

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

管理者　	１名(常勤兼務)
生活相談員　２名(常勤兼務２名)
看護職員　６名(非常勤兼務６名)
介護職員　11名(常勤兼務２名、非
常勤兼務９名)
機能訓練指導員  ６名(非常勤兼務
６名　看護職員が兼務)



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

16,631,871 16,631,871 16,631,871 横浜市より

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

4,400,169 4,400,169 4,400,169

21,032,040 0 21,032,040 0 21,032,040

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,313,000 0 11,313,000 0 11,313,000

11,313,000 11,313,000 11,313,000

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

1,358,000 0 1,358,000 0 1,358,000

0 0

1,358,000 1,358,000 1,358,000

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0

その他 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

306,000 0 306,000 0 306,000

42,000 42,000 42,000

264,000 264,000 264,000

0 0

6,676,000 0 6,676,000 0 6,676,000

0 0

6,376,000 6,376,000 6,376,000

0 0

0 0 0 0 0

空調衛生設備保守 0 0

消防設備保守 0 0

電気設備保守 0 0

害虫駆除清掃保守 0 0

駐車場設備保全費 0 0

その他保全費 0 0

0 0

300,000 300,000 300,000

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

905,040 0 905,040 0 905,040

0 0

905,040 905,040 905,040

0 0

0 0

0 0

21,032,040 0 21,032,040 0 21,032,040

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

264,000 0 264,000 0 264,000

△ 264,000 0 △ 264,000 0 △ 264,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

本俸

通信費

手当計
健康診断費

事務費

収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料

その他

手数料
地域協力費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使用料及び賃借料

備品購入費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購入費

振込手数料

消耗品費

リース料

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる収支
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他
支出合計

自主事業費　支出

差引

自主事業費　収入

共益費

運営協議会経費
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

管理費

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和５年度　「並木地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

29,108,000 29,108,000 29,108,000 横浜市より
151,000 151,000 151,000 横浜市より
300,000 300,000 300,000 横浜市より

5,789,000 5,789,000 5,789,000 横浜市より
0 0

0 0

2,035,000 2,035,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

2,035,000 2,035,000 2,035,000

37,383,000 0 37,383,000 0 37,383,000

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

32,689,000 0 32,689,000 0 32,689,000
32,689,000 32,689,000 32,689,000

0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

1,303,000 0 1,303,000 0 1,303,000
0 0

1,303,000 1,303,000 1,303,000
0 0
0 0
0 0

0 0 0 0 0
自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0

その他 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

1,490,000 0 1,490,000 0 1,490,000
630,000 630,000 630,000 予算：指定額

100,000 100,000 100,000
151,000 151,000 151,000
300,000 300,000 300,000
309,000 309,000 309,000

0 0
1,775,000 0 1,775,000 0 1,775,000

0 0
1,775,000 1,775,000 1,775,000

0 0
0 0 0 0 0

空調衛生設備保守 0 0
消防設備保守 0 0
電気設備保守 0 0
害虫駆除清掃保守 0 0
駐車場設備保全費 0 0
その他保全費 0 0

0 0

0 0
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

37,383,000 0 37,383,000 0 37,383,000
0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
860,000 0 860,000 0 860,000

△ 860,000 0 △ 860,000 0 △ 860,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

指定管理料【生活支援】

令和５年度　「並木地域ケアプラザ」
収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科目

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】
指定管理料【チームオレンジ】

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費

事業費

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
その他

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【チームオレンジ】

その他

管理費
光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他
支出合計

差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税



令和５年４月１日～令和６年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

7,168 7,168 5,408 5,408 15,490 15,490 60,414 60,414 12,374 12,374

0 0 0 0 3,926 0 3,926 20 0 17 3 0 3

事業・負担金収入 0 0 0 17 17 3 3

受託事業収入 0 0 3,926 3,926 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

7,168 0 7,168 5,408 0 5,408 19,416 0 19,416 72,808 0 72,808 12,377 0 12,377

1,969 1,969 1,485 1,485 15,025 15,025 38,426 38,426 7,870 7,870

4 4 4 4 38 38 500 500 103 103

59 59 39 39 859 859 19,644 19,644 4,024 4,024

0 0 0 0 0

4,962 4,962 3,743 0 3,743 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 4,962 4,962 3,743 3,743 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

6,994 0 6,994 5,271 0 5,271 15,922 0 15,922 70,567 0 58,570 11,997 0 11,997

174 0 174 137 0 137 3,494 0 3,494 2,241 0 14,238 380 0 380

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

令和５年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：横浜市並木地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費



並木地域ケアプラザ

1 体操教室「ステップ・アップ２」 H17年度～
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

高齢者の健康づくり。転倒骨折予防体操
教室。二次予防事業対象高齢者の受け皿
としてケアプラザにて後方支援を継続す
る。

１：高齢者 1.5

健康運動指導士による体操を行う自主活
動グループに対する後方支援。
第２・４金曜日１３：３０～１５：００で定期開
催。1回400円（参加者にて管理）

2
鳥見ヶ丘
元気づくりステーション

平成22 年度６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

平成22年度町内で体力向上プログラムを
実施後に「ゆりの会」としての自主化支
援。つながり・認知症予防・健康維持を中
心に、町内会でのメンバーを中心に元気
作りステーション事業化。

１：高齢者 1

月1回第４水曜日13：30～15：00で実施。
認知症予防を取り入れたり、椅子に座りな
がらの体操。参加費2000～3000/年
H28.5月より元気づくりステーション事業
化。

3
　「なみき音楽倶楽部♪」元気
づくりステーション

平成26 年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

平成24年から介護予防普及啓発活動とし
て始めた音楽療法から、H26年度より元気
づくりステーションに移行。運営の助言や
講師手配、企画への参加等の支援を続け
ている。

１：高齢者 1

第1金曜日・スリーA、小物作り等（メン
バー主体）第3金曜日・音楽療法（外部講
師）。
ともに13：30～15：00
参加費2,500円／6か月 （歌集・資料代）

4
ふれあい・さざなみ元気づくり
ステーション

平成25 年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

体力向上プログラム参加者から、元気づく
りステーション事業化。団地内でのボラン
ティアグループ「ふれあい・さざなみ」を中
心に、活動が効果的に継続できるよう運
営支援や助言を行う。

１：高齢者 1

第3火曜日・盆踊りとコグニサイズ
〈参加費は団体にて管理〉
第3木曜日・音楽療法や講座等
ともに14：00～15：30　参加費200/回

5
センターいきいきクラブ
元気づくりステーション

平成27 年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

元気づくりステーション事業。活動が効果
的に継続できるよう講師手配や企画への
助言、運営の支援。前期高齢者が多い団
地のため早期から介護予防への取組み
ができるような運営支援を継続的に実施
している

１：高齢者 1

第1木曜日・ストレッチ、講座等
第3木曜日・スクエアステップ
ともに10：00～11：30　参加費200/回
 〈参加費は団体にて管理〉

6
「センターGG倶楽部」　元気づく
りステーション

平成30 年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

元気づくりステーション事業。「センターい
きいき」のメンバーにより発足。活動が効
果的に継続できるよう運営支援や助言を
行う。

１：高齢者 1

毎週水曜日（祝日・雨天中止）
9：00～10：30　参加費100/回
初心者向けに研修もあり。
大会を目標に活動をしている。

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

令和５年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
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６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）
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４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

7

日生鳥見ヶ丘
「ゆりの会　サロンこの指とま
れ」
出張相談

平成29 年度６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

比較的ケアプラザまで距離のある地域へ
の出張相談。
町内会館で行われているサロンにケアプ
ラザ職員が定期的に出向いて個別相談対
応や情報提供を行う。

５：地域 1
毎週月曜開催、原則第4月曜日午前中
出張に出向く

8
多世代交流事業
「U-YOUカフェ」

平成29年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

UR都市機構が展開する「医療福祉拠点」
の１モデル。
世帯数の多いUR団地集会所を拠点に住
人および近隣住民を対象とした居場所・交
流の場を展開する

５：地域 5

URおよび該自治会、ケアプラザで実行委
員会を立ち上げ、月１回サロンを実施。令
和4年より金沢区地域子育て支援拠点「と
ことこ」と連携。

9 「ほのぼの」出張相談 平成18年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

ケアプラザ職員が地域に出向くことによ
り、直接地域住民の声を聞くことができ
る。また相談窓口（地域包括支援セン
ター）の普及にも繋がる。

５：地域 5

毎月第3木曜日にシーサイドタウン地区社
協の協力を得て、舟だまり公園ボート小屋
に相談窓口を設置。
富岡東地域ケアプラザ地域包括支援セン
ターと交代で地域の相談を受けている

10
「並木１丁目第三住宅」出張相
談

平成23年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

身近な町内で出張講座を開催し、高齢期
の健康や生活全般を考える機会とする。
またケアプラザや地域包括支援センター
の機能や役割について周知していく。

５：地域 5
毎月第２木曜日、並木１丁目第三住宅自
治会運営のサロンに相談窓口を設置

11 布おもちゃの貸出 平成8年度～
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

布おもちゃを地域の子どもや高齢者の
方々、障がいのある方々、いろいろな方に
貸しだすことにより、プラザの周知や活動
の場に結び付けることを目的とします。

５：地域 5 布おもちゃの貸出（協力：縫いぬいの会）

12 青年学級HELLO! 平成5年度～
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

義務教育を修了した障がい者の余暇活動
と仲間作りを目的とします。

２：障害児・
者

2
　　　毎月第3日曜日：料理クラブ(講師：濱
倶楽部）
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４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者
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13 子育てサロンなみき 平成19年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

親子の仲間作り・子育て支援を目的としま
す

３：養育者及
び乳幼児

4

毎月第3火曜日フリースペース型の子育て
サロン(協力：民生委員・児童委員・ボラン
ティア）
新型コロナ感染拡大防止のため、おもちゃ
の消毒は強化する。

14 なごみサロンなみき 平成16年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域の方々の仲間作りとシニアボランティ
アの育成を目的とします。

５：地域 5
聖星学園にパンを注文し、コーヒーと一緒
にいただきながら、交流を図る。月一度実
施。

15 並木ティールーム 平成13年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

奇数月の第2水曜日ごとに、異なるプログ
ラムを実施し、自立支援や社会参加、仲
間づくりにつなげる。 ５：地域 5

講師を呼んで、様々な講座を開催する。
2ヶ月に一度実施。

16 幼稚園交流会 平成22 年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

幼稚園児とデイサービス利用者との交流
の場の提供

５：地域 4
年長クラスの子どもたちとデイサービス利
用者との交流

17 コーヒーサロン 平成27年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

近隣の元気高齢者を対象として、コーヒー
の淹れ方講習をツールとしたサロン事業。
仲間づくり・地域参加・ボランティア活動へ
の発展を目的とします。

５：地域 5 月1回実施

18 NOBINOBI体操 令和５年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

令和5年4月より自主活動化。筋力低下に
よる転倒やケガなどにより介護保険の申
請相談が寄せられていることを踏まえ、定
期的に自宅でも運動ができるよう筋力維
持を目的とした体操を行う。

１：高齢者 1

毎月第3水曜日　13：30～14：30　1回500
円
ケアプラザの講座参加者で自主化。R５年
度は年２回共催講座等で協力をし、自主
化運営できるよう後方支援する。
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６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）
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４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

19 ママのためのピラティス 平成30年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

養育者の健康づくり講座
子連れでも気軽に参加できる
定期的に運動する機会を提供する ５：地域 3

講師の指導により、ヨガやストレッチを行
う。子どもは同じ室内でボランティアと職員
の見守りのもと、自由におもちゃで遊ぶ。
奇数月実施。

20
夏休みの勉強・宿題を一緒に
やりましょう

平成29年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

夏休みの子どもの居場所の提供
地域の異学年の繋がりも育む。

４：子ども・青
少年

4
ボランティアの見守りの中、皆で夏休みの
宿題をやる。勉強後、パンをいただく。

21
多世代交流事業
夕涼み会

平成30年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域の方が集まり、一緒に夕食を食べる
機会を提供し、多世代交流を図る

５：地域 4
ボランティアグループによる紙芝居と夕食
提供(カレーライス・デザート）

22 ふれあいハウスフェスタ 平成25年度 ４：共催（１と２）
１：優先的に取
り組み

併設の障がい事業者との共催事業
地域に向けて、施設の周知と交流を目的
とする。 ５：地域 5

並木地域CPと地域活動ホームシーサイド
による食べ物屋台の出店
地域団体によるバザー、地域貢献の薬局
による健康チェック

23 活動者交流会 平成29年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

並木地域ケアプラザを拠点に活動をして
いる方々の交流を図り、横のつながりを作
るとともに、ケアプラザに対する意見や要
望を聞く。

５：地域 5

ケアプラザの利用契約団体とデイサービ
ス個人ボランティアの交流会。交流の機会
が少ないので、お互いの活動を知る機会
とする。　　また日頃の活動に対しケアプラ
ザより感謝の気持ちを伝えるとともに、要
望、意見を聞く。

24
子育てサポートシステム説明
会

平成24年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子育て支援拠点「とことこ」の行う子育て
サポートシステムの会員希望者向けの出
張説明。 ３：養育者及

び乳幼児
5

事前申込制。
とことこのスタッフより入会の手続きや事
業内容の説明
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４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

25 お助け隊なみきフォロー 平成30年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

お助け隊なみきへの依頼内容が多様化し
ており、メンバーからも相談がある。本事
業を通して地域の課題把握、支援を目的
とする。

５：地域 5

毎週火曜日9：00～12：00　ーサイドタウン
地区社協の協力を得て、舟だまり公園
ボート小屋に相談窓口を設置。困りごとの
依頼を受付。

26 介護者のつどい 平成14年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

８月を除き毎月開催。介護者を把握し、介
護者同士の交流や情報交換を目的とした
介護者支援事業。 ５：地域 5

情報交換の他、介護に関する勉強会を適
宜実施。

27 「ロバの会」活動支援 平成２６年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

富岡・並木エリアの認知症キャラバンメイ
トが運営する認知症サポーター養成講座
実施団体の後方支援。 ５：地域 5

月１回の定例会出席のほか、地域からの
依頼に応じた「認知症サポーター養成講
座」開催の支援。

28 権利擁護講座 令和元年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

成年後見制度や消費者被害防止など、高
齢期の生活に必要な知識を、権利擁護の
観点から周知・啓発する。 ５：地域 5

成年後見制度については専門職による講
座を年1回実施。消費者被害防止につい
ては自主事業や出張講座を活用し包括職
員から適宜情報提供をすることで啓発を
行う。

29 認知症サポーター養成講座 令和３年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

包括が後方支援を行っている区認知症
キャラバンメイト「ロバの会」に講師を依
頼、地域住民に向けた講座を実施し、認
知症への理解促進とキャラバンメイト活動
の普及啓発を目的とする。

５：地域 5
「ロバの会」に講師を依頼し、年１回の講
座を実施。

30
並木1丁目第2住宅「出張相談
会」

令和3年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

UR都市機構の中で賃貸住宅エリアで出張
相談会。コロナ禍でUR管理事務所に家賃
滞納の連絡が多い事との事で、実施する
事となった。CPが担当していると周知の目
的もある。

７：その他 1，2，3，4
賃貸住宅エリアで「出張相談会」。年2回。
全世代の相談を対応できるよう、包括、地
交、生活で行う。
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７：その他

31 ゆるゆる体操サロン（仮） 令和５年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

介護保険の申請相談の増加を踏まえ、定
期的にゆるやかに運動や交流ができる場
を設ける。開催にあたり、地域の事業所と
の連携をはかる。

１：高齢者 5.6 毎月第２火曜日　10：00～11：30
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